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ご あ い さ つ 
 

日頃、みなさまには格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます｡ 

 毎年、みなさまに「新井しんきん」に対するご理解を深めていただく為に、３月末決

算確定後に当金庫の経営方針や業務内容、業績等をわかりやすくご案内したディスクロ

ージャー誌を作成し、半年経過した９月末の自己資本比率や不良債権等、主要な項目の

現況についてご案内致しております。この資料をご覧いただきまして新井しんきんに対

するご理解、ご信頼をより一層深めていただければ幸いに存じます。 

 現下の我が国経済状況は、新型コロナウイルスの国内における第 7波の感染拡大がよ

うやく収まって来たことから、国外からの人の往来の制限も解除されることとなり明る

い兆しも見えるようになりました。しかしながら、ロシアのウクライナ侵攻の平和的解

決のめどは未だ立たず、米国等の金利引上げによる株価の乱高下、円安ドル高などによ

る世界規模の経済と社会、生活環境の大きな変化により、日本経済は大きな影響を受け、

今後の展開が予想しにくい経済環境が続いております。 

 地方経済においては、コロナ過において地域社会や生活の様式が大きく変化し、厳し

い状況が続き、地元企業をはじめ当金庫の経営環境も厳しさを増しておりましたが、新

型コロナウイルスのワクチン接種が進み、感染者発生数が減少し、国内の人の往来や飲

食業等の営業規制が緩和され、全国旅行支援などの各種支援体制も整備されてきたこと

から、経済状況の回復が期待されるところであります。 

ウイズコロナという経済環境の中においても、アフターコロナに向けて地域金融機関と

して信用金庫の使命役割を果たすべく、我々役職員一同、尚一層の努力をして参ります

ので、今後とも一層のご支援、お引き立てを賜りますようお願い申し上げまして、ご挨

拶といたします。 

 

 

令和４年１０月 
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●主要な経営指標                     （単位：百万円） 

 令和 4年 3月末 令和 4年 9月末 

自 己 資 本 
（ 純 資 産 額 ） 

6,487    5,430   

預 金 積 金 残 高 112,814   116,263   

貸 出 金 残 高 42,829   42,789   

有 価 証 券 残 高 56,505   57,291   

総 資 産 額 119,564   121,946   

経 常 利 益 115   236    

当 期 純 利 益                 115   233   

自 己 資 本 比 率 11.85％   12.02％   
    

業 務 純 益 285   155   

実 質 業 務 純 益 389   155   

コ ア 業 務 純 益 381   212   

コ ア 業 務 純 益 

(投資信託解約損益を除く) 
301   211   

 

●預金の内訳 

 

     

 

  

 

 
 
 

 

 
 

 

●貸出金の内訳 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

3.8 

3.6 

7.8 

8.6 

7.6 

7.5 

8.0 

8.4 

11.5 

11.5 

22.5 

22.3 

19.1 

18.7 

19.7 

19.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年９月末

令和４年３月末

製造業 建設業 卸小売業 不動産 サービス業 個人 地公体 その他



 3 

 

●有価証券の時価情報                    (単位：百万円) 

 

●自己資本比率 

 

 

 

自己資本比率は、貸出金、国債、株式などの総資産のうち、万一の場合に損失の可能

性がある資産(リスク･アセット)に対して、自己資本がどのくらいの割合であるかを表

しています。又自己資本は、みなさまからの出資金や新井しんきん自体の利益積立金等

からなっています。 

国内のみで業務を行う金融機関(信用金庫等)は、自己資本比率 4％以上の基準を満た

すことが経営体質が健全で問題のない金融機関の条件です。 

新井しんきんは、この基準を大きく上回っています。 

 

     令和4年3月末 令和4年9月末 

自己資本の額 ①  6,522 6,757 

 コア資本に係る基礎項目の額 6,560 6,792 

 コア資本に係る調整項目の額 37 35 

リスク・アセット等の額の合計額 ② 55,003 56,205 

自己資本比率 ①÷②  11.85％ 12.02％ 

単体総所要自己資本額  2,200 2,248 

 信用リスク・アセット、所要自己資本の額 2,087 2,135 

 オペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額 112 112 

 令和 4年 3月末 令和 4年 9月末 

帳簿価額 時 価 評価差額 帳簿価額 時 価 評価差額 

その他有価証券 46,553 46,705 152 46,567 45,391 △1,175 

 株 式 2,073 2,341 267 1,137 1,235 97 

債 券 42,882 42,667 △214 44,381 43,002 △1,379 

その他 1,597 1,696 98 1,047 1,153 106 

満期保有目的の債券 9,800 9,581 △218 11,900 11,301 △598 

合   計 56,353 56,287 △66 58,467 56,693 △1,773 

自己資本比率は 12.02％です。 
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● 不良債権の状況 

 

   金融再生法による開示債権額及び保全状況 

  

  新井しんきんの令和４年９月末時点の不良債権は、破産更生債権及びこれらに 

 準ずる債権８２８百万円、危険債権２６０百万円、要管理債権２８９百万円の 

 合計１,３７８百万円です。 

 

この不良債権の保全状況は､担保･保証等で５５３百万円、貸倒引当金で６８４百 

万円引当済です。 

 

●金融再生法開示債権                   （単位：百万円） 

 令和 4年 3月末 令和 4年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 851   828   

危険債権 264   260   

要管理債権 289   289   

正常債権 41,505   41,488   

合  計 42,910   42,867   

 

 

●金融再生法開示債権保全状況              （単位：百万円） 

 令和 4年 3月末 令和 4年 9月末 

金融再生法上の不良債権（Ａ） 1,405   1,378   

 破産更生債権及びこれらに準ずる 

債権 
851   828   

危険債権 264   260   

要管理債権 289   289   

保全額（Ｂ） 1,264   1,237   

 貸倒引当金（Ｃ） 673   684   

担保・保証等（Ｄ） 591   553   

保全率（Ｂ）／（Ａ）（％） 89.99   89.76   

担保・保証等控除後債権に対する 

引当率（Ｃ）／（（Ａ）―（Ｄ））（％） 
82.72   82.90   
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●主な地域貢献活動、サークル活動 

  

今年度上期は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 

各種活動を中止させていただきました。 

 

●地域密着型金融の取組みについて

具体的な取組み内容 

１．個々の課題に応じた取引企業の支援強化   

   地域の発展には、地元中小企業が健全に存続し発展していくことが重要であり、

信用金庫は地域経済及び地域中小企業の発展のために、使命共同体として役割を

果たしていくことが大切であると考えております。企業の経営改善支援に当たっ

ては、決算書、試算書などの定量面のみで判断することなく、企業の技術力、地

域力、経営者の考え、業況等強みや取引先個々の定性面を洗い出し、その上で取

引先経営者と一体となり、事業改善計画、収支計画を策定しキャッシュフローの

確保を目指した経営改善に取り組んでおります。 

   令和 4年度は、経営改善重点対象先に 70先を選定して金融円滑化対象先も含め

てＰ.Ｄ.Ｃ.Ａサイクルにより経営改善に取り組んでおります。コロナ禍により

多くの事業所で売上が大幅に減少し、厳しい状況が継続していますが、事業所と

課題を共有し企業の実態把握に努め、継続的にきめ細かい指導や条件変更等、柔

軟な姿勢でサポートに取り組んでまいります。 

  

 ２．事業性評価によるタイムリーな資金供給 

   事業所への積極的な訪問活動により、取引先の企業実態を把握し、財務諸表のみ

にとらわれない事業性評価を行い、きめ細かな与信判断に努めております。 

また、タイムリーな資金供給に努め、事業所の資金繰り支援に積極的に取組んで 

おります。尚、コロナ禍及び原材料・燃料代高騰により資金繰り支援に影響が出 

ている、または今後影響が予想される事業者を対象に「事業継続支援資金」の取 

扱いを開始いたしました。 

  

 ３．外部支援機関との連携 

   当地域では、依然として人口減少や少子高齢化、後継者不在による事業承継問題

等、事業継続における厳しい経済環境や状況が続いております。地元企業の付加

価値を高め、安定して事業が継続されるよう、新潟県よろず支援拠点、新潟県中

小企業活性化協議会、新潟県事業承継・引継ぎ支援センター、Ｍ＆Ａセンター、

雪国マルシェ、雪國商店等外部支援機関の積極的な活用により、事業所の課題で

ある財務内容の改善、販路拡大、人材の確保、事業承継、Ｍ＆Ａ等に事業所と課

題を共有し、課題の解決を図ってまいります。また、日本政策金融公庫、新潟県 
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信用保証協会、地公体、商工会議所、商工会等各種団体との連携により、協調融

資や各種経営支援に取組んでおります。 

 

 ４．持続可能な地域経済への貢献 

  ・青少年図書充実のための支援活動 

   昭和５３年に当金庫の創立３０周年記念事業として「将来を担う青少年の為にな

る事業」を行いたいと考え、市及び教育委員会と相談した結果、地域の子供達が

言葉を学び、感性や想像力を養う上で大切な読書活動を充実するために、図書購

入を支援する基金として、市に 1,000万円を寄贈し「青少年図書充実基金」が設

立され、昭和５８年に更に 1,000万円を寄贈しました。この基金の運用収益によ

り、市の図書館および小中学校で毎年図書が購入され、読書活動の充実と青少年

の育成に利用されております。 

 

 

 

 

 

 

 

  ・環境問題への取組み 

   環境問題への取組みが叫ばれている中、当金庫は環境問題に関心を持ち、日々の

活動の中で、二酸化炭素排出量の削減、水資源使用量の節減、廃棄物排出量の削

減等々により、地域環境、地球環境の保全に積極的に取組んでおります。 

   平成２１年８月、全店で「エコアクション 21」の認証を取得し、令和４年８月

の更新審査でも、全店及びＡＴＭ出張所で「エコアクション 21 ガイドライン

2017年版」（環境省）の審査に合格と判定され、引き続き認証登録が認められ

ました。 
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近くて便利な新井しんきん 
 

■営業地域のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＡＴＭ設置状況 

店   内 本店・南支店・北支店２台，各支店１台 計１５台 

店   外 新井ショッピングモールコア共同出張所          １台 

本店営業部下町出張所                  ２台 
計 ３台 

※ＡＴＭ稼働時間【平日】ＡＭ７：００～ＰＭ９：００【土・日・祝】ＡＭ８：００～ＰＭ７：００ 

■店舗のご案内 

本   店 新潟県妙高市栄町２－３ 

田 口 支 店 新潟県妙高市大字関川８－２ 

赤 倉 支 店 新潟県妙高市大字赤倉４４８ 

黒 姫 支 店 長野県上水内郡信濃町大字柏原 74－1 

糸魚川支店 新潟県糸魚川市寺町３丁目９番７号 

脇野田支店 新潟県上越市大和１丁目７番９号 

中 郷 支 店 新潟県上越市中郷区板橋 466－1 

南 支 店 新潟県妙高市学校町３番２５号 

関 山 支 店 新潟県妙高市大字関山 1673－24 

板 倉 支 店 新潟県上越市板倉区針７９４ 

北 支 店 新潟県妙高市柳井田町２丁目８番２６号 

三 和 支 店 新潟県上越市三和区番町 1713－2 

☎0255（72）3101 

☎0255（86）3151 

☎0255（87）2223 

☎026（255）2578 

☎025（552）5566 

☎025（522）1160 

☎0255（74）3201 

☎0255（72）5128 

☎0255（82）2200 

☎0255（78）3321 

☎0255（72）7770 

☎025（532）4530 
 

当金庫のホームページアドレス       

http://www.shinkin.co.jp/arai/    

店 舗 一 覧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   


